
JP 2014-219125 A5 2015.4.23

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第３区分
【発行日】平成27年4月23日(2015.4.23)

【公開番号】特開2014-219125(P2014-219125A)
【公開日】平成26年11月20日(2014.11.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-064
【出願番号】特願2013-97143(P2013-97143)
【国際特許分類】
   Ｆ２５Ｂ   9/10     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月9日(2015.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷媒が流れる循環経路上に、冷媒を圧縮するコンプレッサと、前記圧縮された冷媒を冷
却する熱交換器と、前記冷却された冷媒を膨張させて冷熱を発生させる膨張タービンと、
前記冷熱により冷却対象を冷却する冷却部とが順に設けられた冷凍サイクルを有する冷凍
システムであって、
　前記コンプレッサ及び前記膨張タービンのうち少なくとも１つは、前記循環経路に対し
て並列に複数設けられていることを特徴とする冷凍システム。
【請求項２】
　前記循環経路に対して並列に複数設けられた前記コンプレッサ又は前記膨張タービンは
、それぞれ切換弁を介して前記循環経路に対して接断可能に構成されていることを特徴と
する請求項１に記載の冷凍システム。
【請求項３】
　前記膨張タービンは前記冷却部と共に外部から断熱されたコールドボックス内に収納さ
れており、
　前記コンプレッサは、前記コールドボックスとは別の圧縮機ユニットに収納されており
、
　前記圧縮機ユニットは、前記コールドボックスに比べて前記冷却対象から離れた位置に
配置されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の冷凍システム。
【請求項４】
　前記圧縮機ユニットは、切換バルブを介して前記コールドボックスに対して並列に複数
設けられていることを特徴とする請求項３に記載の冷凍システム。
【請求項５】
　前記コールドボックス及び前記圧縮機ユニットは、前記冷却対象に対して並列にそれぞ
れ複数設けられていることを特徴とする請求項３に記載の冷凍システム。
【請求項６】
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　前記コンプレッサは、前記循環経路上に直列に設けられた第１のコンプレッサ、第２の
コンプレッサ、及び、第３のコンプレッサを含んでおり、
　前記第１のコンプレッサは前記第２のコンプレッサと共に第１の電動機の出力軸上に連
結されており、
　前記第３のコンプレッサは前記膨張タービンと共に第２の電動機の出力軸上に連結され
ていることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の冷凍システム。
【請求項７】
　冷媒が流れる循環経路上に、冷媒を圧縮するコンプレッサと、前記圧縮された冷媒を冷
却する熱交換器と、前記冷却された冷媒を膨張させて冷熱を発生させる膨張タービンと、
前記冷熱により冷却対象を冷却する冷却部とが順に設けられた冷凍サイクルを有する冷凍
システムであって、
　前記コンプレッサ及び前記膨張タービンからなる回転機ユニットを、前記循環経路に対
して並列に複数設け、
　前記並列に複数配置された回転機ユニットの内少なくとも１の回転機が異常の場合に一
の回転機ユニットから他の回転ユニットに運転を運転切り換え部を具えたことを特徴とす
る冷凍システム。
【請求項８】
　前記並列に配置された複数の回転機ユニットが熱交換器を共有していることを特徴とす
る冷凍システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る冷凍機システムは上記課題を解決するために、冷媒が流れる循環経路上に
、冷媒を圧縮するコンプレッサと、前記圧縮された冷媒を冷却する熱交換器と、前記冷却
された冷媒を膨張させて冷熱を発生させる膨張タービンと、前記冷熱により冷却対象を冷
却する冷却部とが順に設けられた冷凍サイクルを有する冷凍システムであって、前記コン
プレッサ及び前記膨張タービンのうち少なくとも１つは、前記循環経路に対して並列に複
数設けられていることを特徴とする。
　そして好ましくは段落（００３１）に開示のように及び前記膨張タービンからなる回転
機ユニットを、前記循環経路に対して並列に複数設け、
　前記並列に複数配置された回転機ユニットの内少なくとも１の回転機が異常の場合に一
の回転機ユニットから他の回転ユニットに運転を運転切り換え部を具えるのがよい。
　そして更に好ましくは段落（００３２）に開示のあるように複数の回転機ユニットが熱
交換器を共有していることにより省スペース化が図れる。
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